
碑
文
の
大
意 

 

 

 

     

 

⑧
名
号
塔 

阿
弥
陀
如
来
を
た
た
え
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
が
、
こ
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
こ
と
を
名
号
、

ま
た
は
六
字
名
号
と
呼
ん
で
い
る
。
名
号
塔
に
は
「
阿
弥
陀
仏
」
の
四
字
も
の
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の

六
字
の
も
の
、
あ
る
い
は
九
字
か
ら
な
る
「
南
無
不
可
思
議
光
如
来
」
、
十
字
の
「
帰
命
尽
十
方
無
量
光

如
来
」
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
ふ
つ
う
名
号
塔
で
見
か
け
る
も
の
で
は
六
字
名
号
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ

う
し
た
意
味
で
の
名
号
塔
の
出
現
は
、
当
夜
久
野
地
方
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
現
在
判
明
し
て

い
る
限
り
で
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
・ 

 

碑

文 



９ 

名
号
塔 

      

⑨
山
陰
線
夜
久
野
ト
ン
ネ
ル
工
事
犠
牲
者
の
供
養
塔 

     

鉄
道
建
設
史
に
残
る
山
陰
本
線
東
線
（
福
知
山
～
和
田
山
間
）
の
工
事
記
録
に
よ
る
と
、
か
な
り
の
難 

工
事
区
間
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
着
工
以
来
約
三
ケ
年
の
長
年
月
を
要
し
、
明
治
四
十
三
年
米
価
一

升
十
三
銭
余
の
時
代
に
工
事
費
は
三
十
万
五
千
三
百
余
円
と
い
う
大
工
事
で
も
あ
っ
た
。
当
時
、
磯
部

出
身
の
工
事
作
業
員
と
し
て
働
い
て
い
た
古
老
へ
の
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
大
工
事
・
難
工
事
で
あ
っ

た
関
係
上
、
工
事
中
の
死
傷
者
も
相
当
数
あ
り
死
者
三
人
の
火
葬
を
目
撃
し
た
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
。 

 

 
 

文
政
八
乙
□
月
日 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

 
 

 
 

 
 

 

世
話
人 

白
井
村
□
□
助 

 
 

一
応
□
信
女 

 
 

 

金
浦
講
中 

  
 

 
 

（
註
、
文
政
八
年―

一
八
二
五 

 

高
さ
七
十
八
㎝
・
幅
三
十
一
㎝
・
厚
さ
三
十
一
㎝ 

の
平
角
塔
で
あ
る
。
塔
身
の
上
部
が
欠
損
し
、
か

つ
中
程
で
上
下
二
つ
に
折
損
し
て
い
る
。 

明治２５年（１８９２年） 

 鉄道敷設法公布 

明治３３年（１９００年） 

 山陰線工事着工（京都～今市間） 

明治３９年（１９０６年） 

 鉄道国有法公布 ８月 工事区間 

 の実測終了 

８ 



⑩
内
藤
孫
四
郎
三
百
廻
忌
供
養
塔 

 

内
藤
孫
四
郎
と
は
丹
波
八
木
（
船
井
郡
八
木
町
）
の
城
主
・
丹
波
守
護
代
内
藤
備
前
守
孫
四
郎
貞
徳

の
こ
と
で
あ
る
。
か
の
応
仁
の
乱
（
応
仁
元
年―

文
明
九
年
。
一
四
六
七
～
一
四
七
七
ま
で
十
一
年
間

に
わ
た
っ
た
戦
争
の
こ
と
で
、
別
名
、
応
仁
・
文
明
の
乱
と
も
い
う
。
東
軍
の
細
川
方
と
西
軍
の
山
名
方

の
二
大
陣
営
に
分
か
れ
て
戦
う
大
規
模
な
内
乱
に
発
展
し
た
が
、
結
局
勝
敗
を
決
す
る
前
に
、
山
名
宗

全
・
細
川
勝
元
が
相
次
い
で
没
し
た
た
め
、
自
然
消
滅
の
形
で
、
そ
の
帰
結
を
見
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
い

る
。
内
藤
孫
四
郎
は
、
こ
の
戦
い
に
お
い
て
東
軍
の
細
川
方
に
つ
き
、
夜
久
野
の
合
戦
で
討
ち
死
に
し
て

い
る
。
中
路
重
次
と
は
、
内
藤
孫
四
郎
を
討
ち
取
っ
た
中
路
新
左
エ
門
の
子
孫
で
あ
る
。 

供
養
碑
建
立
は
ま
こ
と
に
ゆ
か
し
い 

美
談
で
あ
る
。
な
お
、
夜
久
野
町
小
倉
の
塔
の
山
に
宝
篋
印
塔
が
一
基
建
っ
て
い
る
が
、
古
く
よ
り
「
内

藤
孫
四
郎
の
首
塚
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

   

千
日
内
三
百
日
廻
向
塔
（
え
こ
う
と
う
） 

廻
向→

死
者
の
た
め
に
仏
事
を
営
み
、
冥
福
を
祈
る
こ
と
。 

こ
の
供
養
塔
は
日
限
を
限
っ
た
も
の
で
あ
る
。
千
日
間
に
三
百
日
廻
向
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
塔
は

道
標
も
兼
ね
た
も
の
で
あ
っ
て
、
道
標
と
し
て
は
紀
年
銘
（
紀
元
か
ら
起
算
し
た
年
数
）
で
見
る
限
り
夜
久

野
地
方
で
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
建
立
者
は
、
伊
勢
伊
高
郡
坂
内
村
南
札
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在

の
三
重
県
松
坂
市
内
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 

宝
暦
十
三
末
年
三
月
廿
日 

 
 

 

内
藤
孫
四
郎
三
百
廻
忌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

但
馬
朝
来
郡
諏
訪
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

施
主 

 

中
路
重
次 

 
 

 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
註
、
宝
暦
十
三―

一
七
六
三
年
） 

１０ 



 


